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研究成果の概要：駿河湾の魚類相を解明するため、標本の採集、博物館登録標本の分析および
既往文献の調査を行った。その結果、1500 種以上の魚類が認められた。種類数で優占したのは
ハゼ科やベラ科などであった。また、深海性の種が全体の約 30 %を占めた。2019年度の調査で
新たに採集した標本は約 300 個体で、これらの中には駿河湾初記録となる 6科 7種も含まれて
いた。本研究成果は東海大学海洋学部博物館（以下、海洋学部博物館）の展示を通じて社会に
発信し、生物多様性とその重要性について普及・啓発を行った。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
（１）学術的意義：駿河湾における魚類の種多様性を明らかにし、魚類学や分類学等の進展に
貢献できる。また、採集した標本は自然の記録（証拠）として海洋学部博物館に登録・保管
することで後世に引き継ぐと共に、将来の新たな自然史研究の材料としても役立てることが
できる。 

（２）社会的意義：生物多様性は持続可能な社会の形成基盤であり、その重要性を伝える具体
的な 1 例として本研究成果を博物館展示に反映することで、一般の関心と理解を深めること
ができる。 

 
研究分野：魚類学，分類学 
 
キーワード：駿河湾，魚類相，生物多様性，自然史標本，博物館，展示，社会教育 
 
１．研究の目的 

駿河湾における魚類の種多様性を明らかにする。また、研究成果を海洋学部博物館に展示す
ることで社会に発信し、生物多様性とその重要性について普及・啓発する。 

 

２．研究成果 
魚類相の調査は標本の収集、海洋学部博物館をはじめとする各博物館登録標本の分析および

既往文献の整理により行い、明らかとなった出現種をリスト化した。標本はスクーバ潜水や刺
網漁船の傭船などによる自家採集のほか、定置網漁やカゴ漁等への便乗によって採集し、種同
定の後、全て海洋学部博物館に登録した。また、各種の特徴となる生鮮時の色彩をデジタルカ
メラで記録した。研究成果の発信は、海洋学
部博物館の飼育水槽を用いた生体の展示、ま
たは標本や画像資料の展示により実施した。 
 
（１）駿河湾産魚類相について 
（発表前であり、分析中のデータもあるため、
概要のみを記す） 
本研究による集計作業の結果、駿河湾産魚

類は 45目約 170科に属する 1500種以上が認
められた。科別の種類数をみるとハゼ科が最
も多く（全種の約 7 %）、次いでベラ科、ハタ
科、ハダカイワシ科（各科 4 %前後）、スズメ
ダイ科（約 3 %）、ソコダラ科、アジ科、テン
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ジクダイ科、チョウチョウウオ科およびヨウジウオ科（各科 2 %前後）などの割合が高かった。
本湾産魚類を生息水深に基づき区分すると、200 m 以深に生息する深海性の種の割合は全体の
約 30 %に達した。 
本研究では駿河湾初記録となる複数種も発見された。例えば、2019年度の調査で採集された

約 300 標本にはハタ科、クシスミクイウオ科、イットウダイ科、カレイ科、ダルマガレイ科、
フグ科の 6科に属する 7種の初記録種が含まれていた。また、過去の駿河湾産魚類相に関する
文献では証拠標本が無いまたは所在が示されないまま報告された種が多数存在するが、当年度
の調査ではこれらに該当するホウネンエソ科、フサカサゴ科、トリカジカ科、アマダイ科、カ
レイ科の 5科に属する 5種の標本も発見された。上記の他にも、駿河湾初記録種や過去の記録
を裏付ける標本が発見されている。 
駿河湾産魚類相に関する研究は古くは黒田長禮博士によって精力的に実施され、1931～1974

年に出版された 23 篇の論文で計 1016 種が報告された（黒田，1974）。その後、塩原ほか（1996）
は未発表資料を含めて本湾産魚類を 1158種とした。しかし、以降は新規に報告された種の追加
や分類体系の見直しを含む集計作業が行われておらず、総種類数は不明であった。本研究では
約 25年ぶりとなる集計作業によって駿河湾初記録種を含む 1500種以上を認め、本湾産魚類相
に関する既往知見を大幅に更新した。塩原ほか（1996）は、水深が深く湾口の広い駿河湾の魚
類相の特徴として深海性の種が多く分布することを挙げ、その割合は全体の約 32 %に達すると
した。本研究で報告した駿河湾産魚類は塩原ほか（1996）が報告した種数を 350種ほど上回る
が、深海性の種の割合は約 30 %であり彼らとほぼ同様の結果となった。 

 
（２）研究成果に関する展示活動について 
海洋学部博物館は海洋に関する総合博物

館であり、生物分野では地先の駿河湾に生息
する種を中心に各分類群の生体展示や標本
展示を行うことで、生物多様性とその重要性
について普及・啓発している。本研究ではサ
ンプルとは別に展示用の生体・標本を確保し、
さらに生鮮標本写真も用いて海洋学部博物
館の展示を充実させながら研究成果の発信
を行った。多種多様な魚類について紹介する
ため、例えばイトヒキアジ、ホウセキキント
キ、イボダイ、ヒメコンニャクウオなど浅海
性や深海性の約 30 種を飼育展示し、生体の
入手が難しい深海性のツラナガコビトザメ、コンゴウアナゴ、クロトカゲギス、ホテイエソな
ど約 40 種については既存の標本展示に生鮮標本写真を追加して色彩情報を補填した。2019 年
度に海洋学部博物館へ来館した約 15万人がこれらの展示を観覧した。 
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